
的
な
拠
点
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

産
学
連
携
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
今

年
４
月
に
米
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
結
ん
だ

Ａ
Ｉ
研
究
に
関
す
る
連
携
協
定
で
す
。
こ

れ
に
は
、
米
半
導
体
大
手
エ
ヌ
ヴ
ィ
デ
ィ

ア
と
米
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
マ
ゾ
ン
も
参
加
し
、

10
年
間
で
計
５
０
０
０
万
ド
ル
を
支
援
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
研
究
に

加
え
、
人
材
育
成
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
涵
養
、
研
究
成
果
の
実
用
化
、

社
会
実
装
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
に
は
、
三
井
住
友

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
）
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
大
学
と
金
融
機
関
の
新
た
な

連
携
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
こ
の
モ
デ
ル
を

全
国
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
科
学
技
術
の

進
展
お
よ
び
人
材
育
成
を
進
め
、
固
定
化

さ
れ
た
社
会
の
変
革
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
、
こ
う
し

た
学
内
の
取
り
組
み
を
地
域
へ
拡
大
し
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
つ
く
ば
市
の
立
地
を
最
大

限
に
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
と
の
共
同
研
究
、
実
証
の

場
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

筑
波
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

一
緒
に
冒
険
し
て
み
よ
う

　

急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、
大
学
・
短
大

の
志
願
者
が
選
り
好
み
さ
え
し
な
け
れ
ば

ど
こ
か
の
大
学
に
入
れ
る
と
い
っ
て
よ
い

「
大
学
全
入
時
代
」
を
迎
え
、
学
士
課
程

の
入
試
改
革
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
国
立
大
学
で
実
施
し
て
い

永
なが

田
た

恭
きょうすけ

介学長
1976年東京大学薬学部薬学科卒業。
81年同大学薬学系研究科博士課程修
了。専門は分子生物学。国立遺伝学
研究所助手、東京工業大学助教授、
筑波大学教授などを経て2013年より
現職。中央教育審議会副会長、国立
大学協会会長も務める。

　1973年に「新構想大学」として発足し、昨年、開学
50周年を迎えた筑波大学。「あらゆることに開かれた大学」
を標榜して、学際性、国際性などの分野で不断の改革を推
進してきました。そして、次なる50年に向けて「DESIGN 
THE FUTURE.～ともに拓く未来～」をスローガンに掲
げ、新たな一歩を踏み出しています。
　固定化された社会の変革のエンジンとなることで、社会
との連携や共創を実現し、新たな価値観の創出を目指して
います。2024年度にはチュートリアル教育をスタートす
るとともに、マレーシアに日本の大学の学位を海外で初め
て出すマレーシア校を開設。ノーベル賞受賞者からオリン
ピックメダリストまでを輩出する筑波大学は、「冒険する
大学」として、豊かな未来を築くための人材を養成してい
ます。

「
と
も
に
拓
く
未
来
」
の
も
と
、
冒
険
す
る
大
学
と
し
て

社
会
の
変
革
と
社
会
と
の
連
携
を
目
指
し

知
の
創
造
と
そ
れ
を
継
承
す
る
人
材
を
育
成
す
る

筑波大学
〒305-8577　茨城県つくば市天王台１-１-１　アドミッションセンター　TEL 029-853-7385　https://www.tsukuba.ac.jp/

「
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
」
と
し
て

豊
か
な
未
来
を
見
据
え
る

　

２
０
２
３
年
に
開
学
50
周
年
（
創
基

１
５
１
年
）
を
迎
え
た
筑
波
大
学
は
、
建

学
の
理
念
に
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、

国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
開
か
れ
た
大
学

で
あ
る
こ
と
を
そ
の
基
本
的
性
格
と
す

る
」
と
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
新
構
想
大

学
と
し
て
不
断
の
改
革
を
進
め
て
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
の
50
年
（Next50

）
に

向
け
た
歩
み
と
し
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
固
定
化
さ
れ
た
社
会
や
大
学
シ

ス
テ
ム
を
変
革
す
る
取
り
組
み
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
。「DESIGN TH

E FUTURE, 
TOGETH

ER.
（
と
も
に
拓
く
未
来
）」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
ま
さ
に
筑
波
大

学
が
社
会
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
、
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

永
田
恭
介
学
長
は
「
学
際
性
、
国
際
性

の
分
野
で
は
、
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
大

い
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
見
逃
さ
れ
が
ち
だ
っ
た

の
は
、
建
学
の
理
念
に
も
書
か
れ
て
い
る

『
従
来
の
大
学
は
、
や
や
も
す
れ
ば
狭
い

専
門
領
域
に
閉
じ
こ
も
り
、
教
育
・
研
究

入
居
率
を
80
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宿
舎
エ
リ
ア
に
は

大
学
債
を
活
用
し
た
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン

棟
の
建
設
を
予
定
。
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン

棟
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
塔
の
よ
う
な
外

形
で
、
学
生
の
た
め
の
自
由
な
空
間
の
ほ

か
、
企
業
や
筑
波
研
究
学
園
都
市
内
の
研

究
機
関
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
海
外
拠
点
窓

口
な
ど
が
入
居
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
９
月
、
日
本
の
大
学
の

学
位
を
海
外
で
初
め
て
出
す
マ
レ
ー
シ
ア

校
  （2）

が
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
開
校
し

ま
し
た
。
新
た
に
開
設
さ
れ
た
「
学
際
サ

イ
エ
ン
ス
・
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
群
」
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
軸
と
し
、
自
然

科
学
、
人
文
社
会
科
学
の
考
え
方
、
技
術

を
深
化
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
環

境
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
踏
ま
え
つ
つ
創
造
的
に

地
球
規
模
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

の
両
面
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
、
固
定
化
を

招
き
、
現
実
の
社
会
か
ら
も
遊
離
し
が
ち

で
あ
っ
た
』
と
い
う
箇
所
で
す
。
新
構
想

大
学
の
発
足
に
繋
が
る
重
要
な
部
分
で
も

あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は
学
内
の
改
革

を
主
体
に
行
い
、
学
際
性
、
国
際
性
な
ど

に
つ
い
て
改
革
を
進
め
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
社
会
に
対
し
て
一
層
目
を
向
け
て
、

社
会
の
変
革
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
れ
がDESIGN TH

E FUTURE, 
TOGETH

ER.

の
基
本
で
す
。
筑
波
大
学

の
使
命
は
、
知
の
創
造
と
こ
れ
を
継
承
す

る
人
を
育
て
、
豊
か
な
未
来
を
築
く
こ
と

で
す
」
と
述
べ
ま
す
。

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
と

マ
レ
ー
シ
ア
校
の
開
設

　

筑
波
大
学
で
は
今
年
度
か
ら
、
い
よ
い

よ
「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
  （1）

」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
教
員
と
学
生
が
学
問

的
な
問
題
を
設
定
し
て
議
論
を
重
ね
る

「
課
題
ベ
ー
ス
型
授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」
で
、

少
人
数
の
学
生
に
チ
ュ
ー
タ
ー
教
員
が
配

置
さ
れ
、
学
生
の
疑
問
や
関
心
に
助
言
し

ま
す
。
今
年
度
は
36
人
の
学
生
が
受
講
、

10
年
後
に
は
全
学
的
に
導
入
し
、「
つ
く

ば
型
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
学
修
」
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
学
住
近
接

型
の
学
生
宿
舎
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
や
社
会
と
の
共
創

に
対
応
で
き
る
形
態
に
整
備
す
る
事
業
に

も
着
手
し
ま
す
。
１
年
次
全
員
入
居
を
目

指
し
、
２
０
２
７
年
度
末
ま
で
に
体
験
入

居
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
新
入
生
の

（1） チュートリアル教育
　筑波大学は2020年に指定国立大学法人に指定
され、その際、「チュートリアル教育の全学的
導入」を掲げていたが、今回の授業はその先導
的役割を担う。2028年度からの６年間で100人
規模に、2034年度からの６年間で1600人規模
に拡大する計画。①入学から卒業まで一貫して
行われ、②学生が対話と議論を通した学びから
専門分野とそれに連なる広範な分野への造詣を
深め、③批判的・創造的な視点をもって社会と
向き合い、④社会課題への解決策を未来に向け
てデザインできる力を養うことを目標とする。

（2） マレーシア校
　マレーシア校は、2018年にマハティール・ビ
ン・モハマド首相（当時）に筑波大学から名誉
博士号を贈った際、永田学長に分校設置を直接
依頼されたことが発端で開設された。マレーシ
ア人とマレーシア国籍以外の学生約40人が入学。
文系や理系の垣根を越えた、学際的で課題解決
型授業（PBL）を中心とした教育を実現してい
く。マレーシアの地元企業や日系企業からも講
師を招き、学生自ら身近な実社会や世界が直面
している問題を掘り下げ、解決策を提案できる
ような実践的な授業を展開する。専任教員とし
て日本国籍と外国籍の14名が筑波大学本校から
赴任する。14名は生命環境から情報工学、比較
文学、政治学、サブカルチャー等多岐にわたる
専門分野に通じている。

（3） 総合選抜
　大学入学前に学群・専門学類を決めるのでは
なく、１年生の終わりに志望する学群・専門学
類を決めるというもの。一般選抜の定員の約
25％を募集人員とし、受験生は文系、理系Ⅰ、
理系Ⅱ、理系Ⅲのいずれかの区分を選択して受
験し、入学後は総合学域群の所属となる。いず
れの選抜区分で入学しても、体育専門学群を除
くすべての学群・専門学類に進める。 

む
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
で

は
、
将
来
的
に
は
量
子
科
学
を
文
系
も
含

め
て
必
修
と
し
た
い
で
す
ね
。
量
子
科
学

的
な
観
点
を
含
め
た
科
学
が
こ
れ
か
ら
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
文
系
の
学

生
に
も
こ
れ
か
ら
は
修
士
課
程
で
学
ぶ
こ

と
が
必
須
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
現

在
の
学
士
課
程
４
年
＋
修
士
課
程
２
年
と

い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
て
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
２
年
＋
メ
ジ
ャ
ー
４
年
と
い
う

よ
う
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
有
用
だ
と
考

え
ま
す
」
と
永
田
学
長
。

「
産
官
学
金
」
連
携
で
、
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
へ

　

筑
波
大
学
は
研
究
型
総
合
大
学
と
し
て
、

広
範
な
学
問
分
野
に
わ
た
り
世
界
水
準
の

卓
越
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特

に
産
官
学
金
の
壁
を
越
え
た
ニ
ー
ズ
ド
リ

ブ
ン
型
共
同
研
究
を
重
視
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
、
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が

「IM
AGIN

E TH
E FU

TU
RE. Forum

（ITF.F

）
事
業
」
で
す
。
筑
波
大
学
が
、

企
業
や
社
会
の
課
題
を
解
決
し
、
社
会
事

業
に
ま
で
広
げ
て
い
く
産
学
連
携
の
画
期

筑波大学　

る
学
校
推
薦
型
選
抜
（
推
薦
入
試
）
は
筑

波
大
学
が
他
の
大
学
に
先
駆
け
て
導
入
し

た
も
の
で
あ
り
、
２
０
２
１
年
度
入
試
か

ら
は
「
総
合
選
抜
  （3）

」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
入
学
前
に
専
門
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
学
問
に
触
れ
て
み
て
そ
の
後

に
専
門
を
決
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も

の
で
、
今
後
は
こ
の
総
合
選
抜
の
比
率
を

高
め
た
り
、
外
国
人
留
学
生
の
比
率
を
増

や
し
た
り
す
る
な
ど
、
新
し
い
入
試
を
導

入
し
て
、
他
の
大
学
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ

と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
筑
波
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
、
永
田
学
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
が
４
年
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
集
い
、
同
じ
授
業
を
受
け
議
論

し
、
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
を
問
う
こ
と

は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
調
性
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
養
わ
れ
ま
す
。
研
究
者
に
と
っ

て
も
重
要
で
す
。
互
い
の
刺
激
の
中
で
、

失
敗
と
思
わ
ぬ
成
功
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
で
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
開
学
50
周
年
記
念
式
典
に

登
壇
し
て
く
れ
た
各
分
野
の
本
学
の
卒
業

生
・
修
了
生
は
『
人
生
に
と
っ
て
の
最
大

の
冒
険
は
本
学
で
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
』

と
語
っ
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
は
、
従
来

の
開
か
れ
た
大
学
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
加

え
、
社
会
変
革
と
社
会
と
の
協
働
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。
筑
波
大
学
で
、
私
た
ち

と
一
緒
に
冒
険
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と

受
験
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

育
に
関
し
て
は
、

筑
波
大
学
は
開
学

当
初
か
ら
、
情
報

処
理
の
講
義
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の

実
習
の
２
単
位
を
、

文
系
や
体
育
、
芸

術
な
ど
の
非
理
工

系
分
野
を
含
む
す

べ
て
の
学
士
課
程

の
学
生
の
必
修
科

目
と
し
て
開
設
し

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
か

ら
は
、
学
士
課

程
・
修
士
課
程
・

博
士
後
期
課
程
の

各
教
育
組
織
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
、
リ

テ
ラ
シ
ー
、
応
用

基
礎
、
応
用
の
各

レ
ベ
ル
の
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
を

有
機
的
に
組
み
込

043 卓越する大学 筑波大学 042



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug true
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FFFE5B00D89AE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


